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コンクリート可視化はく落防止工法『NAV-G 工法(UV 仕様)』 

分 類 コ ー ド           （工法(ｼｽﾃﾑ)・機器・材料）

関 連 分 類 コ ー ド  
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内

容

対象構造物 
コンクリート構造物全般 

 

項 目 
コンクリート可視化はく落防止工法  NETIS 登録『KT-100023-VR』 

 

使 用 材 料 
アクリル樹脂、ガラスクロス、耐候性塗料 

 

使 用 実 績 
道路、鉄道のコンクリート構造物各種 

 

【工法の特徴】 

NAV-G 工法は、アクリル系樹脂接着剤を特殊繊維シートに塗布含浸することにより透明度の高い

FRP をコンクリート表面に形成でき、施工後もコンクリート表面の既存ひび割れの進展状況や、新

たなひび割れの発生等を目視観察することができるはく落防止工法です。 

日々の点検作業の中で、実施した対策工の効果を継続して確認し、追加対策工の必要性を判断

することが可能となります。 

主な特徴は、下記の通りです。 

① 可視性 

 従来のはく落防止工法に無い透明性が確保されます。 

 長期間にわたる可視性の持続が期待できます。 

② 工期短縮性 

 接着剤の NAV レジンは速硬化性、低温硬化性で、寒冷地、時間制限のある工事で工期の短縮

が期待できます。 

③ 力学特性 

 NEXCO 構造物施工管理要領はく落防止規格 適合 

 実物大のトンネル覆工コンクリートを模擬した大型試験体で押抜き載荷試験を実施済。 

④ 耐久性向上 

 耐候性塗料クリアトップにより、明かり部での可視化性能が大幅に向上しました。 

⑤ 耐火性向上 

 延焼性・自己消化性試験を実施し安全性を確認しています。 

 万が一の火災時にも、避難上有害な煙又はガスを発生しません。 
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【工法の適用箇所】 

 道路，鉄道等のトンネル覆工またはトンネル坑口･坑門部・橋梁等のコンクリートはく落対策。

 はく落対策後もひび割れなどの変状を追跡調査する必要があると判断される箇所。 

 アクリル樹脂を用いるので，冬季(-5℃)環境でも優れた施工性を確保できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【各種物性値】                        【施工フロー】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
【性能】 

 意図的にひび割れを発生させたコンクリート平板上の可視性を確認しました。 
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